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＜女性のために＞
大正期、欧米での女性運動の興隆を　受け、日本でも女性の参政権を求める　運動が盛り上がりを見せていました。　豊彦・ハル夫妻は、婦人運動家として　　著名な平塚らいてうとも交流を持ち、　平塚らいてうが展開する新婦人協会の　正会員・賛助会員となり、講演会での　　講演者にもなっています。
またハルは、同じクリスチャンである30代の二人の女性と共に｢覚醒婦人協会」という労働者の女性たちの権利を守る　運動の中心発起人となりました。覚醒　婦人協会は、1921年に始まり、1923年に関東大震災の救援活動のために賀川一家が関東に拠点を移すまでの2年半にわたって、新聞『覚醒婦人』の発行や講演会、また女性の労働組合の指導などの活動を行いました。
その中でハルは、「男子の人格を認めると同様、女子の人格を認めなくてはなりませぬ」として、女性も男性も、共に　　人格者として尊重されるべきであることを訴えました。
　ちなみに、夫である豊彦も｢女になる　前に人間にならなければならない」と述べ、この時代としては先進的な女性観を持っていたといってよいと思います。
　日本は現在、議員中の女性の比率が　世界142ヶ国中104位（世界経済フォーラム2014年発表）であり、政治の世界における女性の活躍という点においては　世界の水準を大きく下回っていますが、豊彦はこの時代にあってすでに、女性　議員や女性研究者たちが活躍する時代の来ることを期待しています。
　豊彦もハルも共に、家庭における女性の役割を重視し、大正・昭和初期の時代に求められた良妻賢母的な女性観を柔軟に受け入れている一方で、女性の人権を認め、女性の特質が十分に用いられていくことを望んでいる点においては、時代の枠組みだけに縛られない革新性を見ることが　できます。
　ハルが女性労働者を取り巻く問題に　取り組む根底には、ハルの持つキリスト教の信仰がありました。ハルは、1922年1月号の『婦人之友』において、このようにインタビューに答えています。

〝私はただ基督教の精神にあつて生きる外はありません。イエスの愛を思ふ時に私達の愛は燃え上り、私達の真実が力づけられます。そしてこの精神を、余りに　　貧しき物質と教養とに棄て放されてゐる人達の胸に移し、浸らし、燃え上らせたいと思ひます。〞（『婦人之友』1922年1月）
覚醒婦人協会が目指した、女性労働者、特に女工の労働環境の改善の背後には、女性であっても労働者であっても神の前にはすべての人が尊い人格を持ち、その人格を持ったすべての人は、物質的にも精神的にも全人的に救済されるべきである、というハルのキリスト教信仰に基づいた人間観がありました。

また、女性の権利だけを主張するのではなく、男女が共に協働で良き社会を築きあげていくという点において、同時代の他の女性運動の主張にはない独自の視点があるように思います。女性が互いに協働し、そして男女が協働する社会を実現させていくことを目指した働きでした。
＜信仰と社会＞
ハルの信仰の特徴の一つに、精神的な救済と物質的な救済とを分離しなかった点があります。例えば、「貧民窟の人々は、精神的にも物質的にも、救済されねば　ならないのであります」と述べています。 ハルにとって、精神的な援助と物質的な援助とは常に一体となったものであり、その根底には信仰がありました。
自身の魂の救済の問題にとどまる自己完結型のキリスト教信仰ではなく、信仰は隣人への奉仕へと向かうものであると　ハルは確信していました。「幸にイエスの恵に依つてこの発見をなし得たものは、よろしく神の栄のため、人類幸福のため、社会に対して奉仕するところの大からんことを願ふ」と述べ、「イエスの恵み」は、社会に対する奉仕への原動力となると　言います。
ハルの信仰は、ただ個人の救いを求めることにとどまらず、この社会の中にあって、神様の愛を実践する事、そして、この世界の中で神様の御心を実践していくということへと結びついていったのです。信仰を　持って、その世界の中に生き、問題に　　取り組んでいこうとする姿勢です。
＜社会において、家庭において＞
　ハルは25歳で結婚し、夫である賀川　豊彦の社会事業をともに行う傍ら、主婦として台所に立ち、また1922年には覚醒婦人協会の活動さなかに長男を出産しました。この時代には、「キャリアウーマン」「ワーキングマザー」「ワーク・ライフ・バランス」といった女性の仕事や家庭におけるキャリアを表現するような言葉もない時代ですが、ハルは次のように述べています。
〝広い意味での社会全体と云ふものを考へ、そして自分もその一員であることを自覚する時に、私は社会対家庭と云ふ　ものの価値判断をすることを余り好み　ません。私にとつては、それ（夫の事業を助けること）と、台所で働いて居る心持とに、何等の区別をも見出し得ないのでございます。〞（『婦人之友』1922年1月）
ハルは、公共領域における社会的事業と私的領域における家庭の働きに優劣を　つけることをしていません。
＜結びに＞
この世界の全ての領域において信仰者としての生き方を求めたハルの生き方は、今日の私たちクリスチャンが、家庭、職場、地域社会、そして教会において、あらゆる場所で信仰者として歩んでいくための　まなざしとチャレンジを示してくれて　いるように思います。
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